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（目 的） 
本研究では，技術公募によって選定された，大地震に伴う地盤の液状化によって発生するマンホー

ルの浮上を防止する 3 つの工法（以後，総称して浮上防止対策工法と呼ぶ）の効果を大型振動台によ

る実験を行って検証するとともに改善を行い，各浮上対策技術の適用範囲から計画，設計，施工，維

持管理に関する技術的事項を技術マニュアルにとりまとめることを目的とする。なお，本資料は浮上

防止対策工法の内，WIDE セフティパイプ工法に関する技術を報告する。 
 
（結 果） 

（１）WIDE セフティパイプ工法の概要 
WIDE セフティパイプ工法は，地震によって発生するマンホー

ル周辺地盤の過剰間隙水を地盤内に設置した集水管により集水

し，それをマンホール内部に排水することによりマンホールに

作用する過剰間隙水圧を消散させ，地盤の液状化によるマンホ

ールとマンホール周辺地盤との間の摩擦力低下を抑制すること

により，マンホールの浮上防止を図る工法である。 

 

 

 

（２）研究フロー 
検討原案に基づき震動台実験の計画を立て，2ステップの震動台実験を行った。各ステップ毎，1／2

スケール，及び 1／5スケールのマンホール模型を用い，マンホール浮上防止対策工法の効果の確認と

設計手法につながるデータの収集を行った。 

震動台実験と平行して，浮上防止対策工法の計画手法の検討，WIDE セフティパイプ工法の施工性

に関する検討・確認，維持管理に関する検討を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（３）技術マニュアル 

本研究の成果として，「マンホール浮上防止対策工法技術マニュアル（WIDE セフティパイプ工法）」

を作成した。以下に本マニュアルの要点を示す。 

（計画）地盤の液状化検討，マンホールの浮上がり検討の 2段階の検討を経る。 

（設計）マンホール浮上防止に必要な摩擦力を確保するマンホール周辺地盤の過剰間隙水圧比を設

定し，ドレーン理論を適用して，必要な集水管の諸元を決定する。 

（施工）既設・新設マンホールに対し，WIDE セフティパイプ工法を施工する場合の施工手順，施工

上の留意点を示す。 
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 図－1 WIDE セフティパイプ工法
（概要図） 

写真－1 三次元大型振動台 
（1／2スケール実験） 

写真－2 水中振動台 
（1／5スケール実験） 
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図－2 研究フロー 
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